
                              
 

 

【学習
がくしゅう

スタンダード
す た ん だ ー ど

の内容
ないよう

】 

項    目 内             容 

学習
がくしゅう

の始
はじ

め方
かた

・終
お

わり方
かた

 

・休
やす

み時間
じ か ん

に入
はい

る前
まえ

に次
つぎ

の学習
がくしゅう

の用意
よ う い

をする。 

・チャイムと同時
ど う じ

に授業
じゅぎょう

が始
はじ

められるように準備
じゅんび

をする。 

・先生
せんせい

または係
かかり

の人
ひと

が号令
ごうれい

をかけ、授業
じゅぎょう

の始まり
はじ

と終
お

わりの

あいさつをする。（２～６年生は同じあいさつをする） 

 

 

 

 

 

 

 

発言
はつげん

の仕方
し か た

 

・考
かんが

えている人
ひと

の迷惑
めいわく

にならないように静か
しず

に手
て

を挙げる
あ

。 

 （「はい」は言
い

わない。） 

・指名
し め い

されたら、「はい。」と返事
へ ん じ

をして、起立
き り つ

して発言
はつげん

する。 

・「です」「ます」を付け、丁寧
ていねい

な言葉
こ と ば

づかいで話す。 

話
はな

し方
かた

・聞
き

き方
かた

 

・発表
はっぴょう

する時
とき

は、聞
き

き手
て

のほうを見
み

て話
はな

す。聞
き

く時
とき

は、話
はな

し

手
て

の顔
かお

を見
み

て聞
き

く。 

「ききかたあいうえお」「はなしかたあいうえお」 

ノートのとり方
かた

 

・必
かなら

ず下
した

じきを使
つか

う。 

・学習
がくしゅう

の足
あし

あとが残
のこ

るノート
の ー と

・学習力
がくしゅうりょく

につながるノート
の ー と

づ

くりを心
こころ

がける。 

 ※めあて・ふりかえりを書
か

く。 

※直線
ちょくせん

を引く
ひ

ときは、定規
じょうぎ

を使う
つか

。 

 ※水筒
すいとう

は決
き

められた場所
ば し ょ

に置
お

き、特別
とくべつ

な場合
ば あ い

を除
のぞ

き、授 業 中
じゅぎょうちゅう

はお茶
ちゃ

を飲
の

まない。 

（水筒を置く場所は学年でそろえる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算数
さんすう

セットの中身
な か み

】 

すぐに使
つか

えるように、１つにまとめて保管
ほ か ん

しておく。 

（２年生
ねんせい

以上
いじょう

） 

 

【ブックかばん】 

・ブックかばんの中
なか

に読
よ

みかけの本
ほん

を入
い

れて、いつでも活用
かつよう

できるようにする。 

・３年生
ねんせい

以上
いじょう

は国語
こ く ご

辞典
じ て ん

をいつでも使
つか

えるようにしておく。 

①  三角
さんかく

定規
じょうぎ

 ② 分度器
ぶ ん ど き

 ③コンパス    
 

がくしゅう

スタンダード 

【ふでばこの中身
な か み

】 

① えんぴつ ５～７本
ほん

程度
て い ど

 

※シャープペンシルは使
つか

わない 

② 赤
あか

えんぴつ１本
ぽん

 

（５・6年生
ねんせい

は赤
あか

・青
あお

のボールペンを使
つか

ってもよい） 

③ よく消
き

える学習
がくしゅう

消しゴム
け し ご む

 

④ 定規
じょうぎ

（1
１

・2 年生
・２ねんせい

は先生
せんせい

の指示
し じ

に従って
したが

使う
つか

） 

⑤ 名前
な ま え

ペン 

※ふでばこやえんぴつはシンプルなものを使
つか

う 

※キーホルダーなどは付
つ

けない 

令和７年度版 

【始め】 
（号令係）「起立」 
     「これから〇〇時間

目の学習を始めま
す。お願いします」 

（全 員）「お願いします」 
（号令係）「礼」（礼をする） 
（号令係）「着席」 

【終わり】 
（号令係）「起立」 
     「これで〇〇時間目の学習を

終わります。ありがとうご
ざいました。」 

（全 員）「ありがとうございました。」 
（号令係）「礼」（礼をする） 
（号令係）「着席」 


